創世記　３章　６－７節
２０２３年１０月１５日
「二人の目は開け」：蛇の言葉の通りに禁断の果実を食べたことにより二人の目は開かれたが、その結果は「神のように善悪を知るものとなること」ではなかった。「目が開け」とは、特別な経験をすることであり、特に神との関係において特別な認識体験をすることを意味している。二人にとって神との関係における特別な認識体験とはどのようなものであったのであろうか。その一つは自分たちが裸であることを知ったということである。
＊目が開かれるとは、肉眼が開かれるということではなく、神との関係の中で霊的な眼が開かれることである（民数22:31, 列王Ⅱ6:16-17）。アダムとエバが禁断の果実を食べたことは、神の御言葉に背き、蛇の言葉を信頼したことを意味しているが、ここで二人は蛇が見せたいと思っているものが見えるようになり、神が見せたいと願っているものが見えなくなったのである。
民数記 22:31

　主はこのとき、バラムの目を開かれた。彼は、主の御使いが抜き身の剣を手にして、道に立ちふさがっているのを見た。彼は身をかがめてひれ伏した。
「自分たちが裸であることを知り」：目が開かれたアダムとエバは自分たちが裸であることをしり、さらに裸であることを卑しいものと感じるようになった。禁断の果実を食べることで「賢くなる」（原語「アールーム」）はずだったのに、二人は「裸」（原語「アルーミーム）であることを知っただけであった。
「二人はいちじくの葉をつづり合わせ、腰を覆うものとした」：裸であることを恥ずかしいとは思わなかった二人は、目が開かれると裸を恥ずかしく思い、いちじくの葉で覆い隠した。罪を犯した二人は裸であることに恥と罪悪感を覚え、神の御前から隠れようとした。堕落により二人の心に以前は恥ずかしくなかった裸を恥ずかしく思うという価値判断の転倒が起きたのである。堕落とはすべてが逆さまになること、価値判断の転倒なのである（マタイ17:17）。
マタイ17:17

　 イエスはお答えになった。「なんと信仰のない、よこしまな時代なのか。いつまでわたしはあなたがたと共にいられようか。
「よこしまな時代」：原語「ディエストラメニ」は「ねじ曲がった、ひねくれた」の意であり、原意は「逆さまの、転倒している」である。キリストの目から見れば不信仰な時代はすべてが逆さまになって倒錯しているのであり、堕落した世界では価値観においてすべてが真逆になっているのである。
